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“税務の職場”
何でも110番
zenkokuzei@aol.com

全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇ 全国税ホームページ ◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei

第 1908号 2009年 9月 25日

〈
出
題
〉九
段　

石
榑　

郁
郎

黒
先

〈
ヒ
ン
ト
〉

中
か
ら
の
攻
め
で
白
の
眼
形

を
奪
い
ま
す
。

（
７
分
で
二
、
三
段
以
上
）

止
め
た
い
相
手
を
、
た
ば
こ

自
販
機
の
成
人
識
別
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
「
タ
ス
ポ
」
の
利
用

履
歴
を
活
用
し
て
い
た
と
い

う
こ
と
を
▼
タ
ス
ポ
で
行
動

を
ト
レ
ー
ス
さ
れ
た
の
は
罰

金
未
納
者
と
い
う
。
し
か
し

安
穏
と
し
て
い
ら
れ
な
い
。

人
の
行
動
の
善
し
悪
し
を
決

め
る
の
は
、
警
察
や
検
察
の

方
に
あ
る
と
し
て
、「
監
視

社
会
」
を
形
づ
く
ろ
う
と
し

て
い
る
か
ら
だ
▼
社
会
保
障

カ
ー
ド
や
税
・
社
会
保
障
共

通
番
号
な
る
も
の
は
タ
ス
ポ

の
比
で
は
な
い
が
、
監
視
す

る
権
力
だ
け
が
恐
ろ
し
い
の

で
は
な
い
。「
○
○
の
た
め

な
ら
多
少
の
こ
と
は
仕
方
が

な
い
」
と
、
し
た
り
顔
で
す

ま
し
て
み
せ
、
監
視
に
抵
抗

す
る
こ
と
さ
え
で
き
な
い
人

間
も
恐
ろ
し
い
の
で
は
な
い

の
か
。

大
方
の
喫
煙

者
は
寝
耳
に

水
だ
っ
た
の

で
は
な
い

か
。
検
察
が

居
所
を
突
き

前年比 21年度 22年度 区　　分 ％ 億円 億円 
100.4 7,401 7,433 （組織）国税庁

 職場関係事項
96.5 650 627  庁局署一般経費  

109.6 94 103  職場環境整備経費  

92.1 530 488  情 報 化 経 費  

87.0 169 147  納税者利便向上経費  

100.0 10 10  国 際 化 対 策 費  

■庁予算概算要求額■
（注）前年比は概算要求ベース

「
モ
ノ
扱
い
」は
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権
蹂
躙
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全
国
税
は
、
7
月
か
ら
8

月
に
か
け
て
実
施
し
た
「
非

常
勤
職
員
実
態
調
査
」
を
基

に
、
こ
の
7
月
以
降
、
3
割

の
職
場
で
「
雇
い
止
め
」
が

発
生
し
、
2
割
の
職
場
で
勤

の
勤
務
し
な
い
こ
と
が
や
む

を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場

合
」、「
1
の
年
度
に
お
い
て

1
週
間
の
勤
務
日
の
日
数
等

に
応
じ
た
日
数
の
範
囲
内
の

期
間
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
、
国
公
労

連
・
全
国
税
は
9
月
2
日
、

①
忌
引
休
暇
は
条
件
を
つ
け

る
こ
と
な
く
付
与
す
る
べ

き
、
②
主
た
る
生
計
を
維
持

す
る
た
め
に
就
業
し
て
い
る

非
常
勤
職
員
が
増
加
し
て
い

る
現
状
を
考
え
る
な
ら
病
休

　

し
か
し
、
職
場
で
は
「
予

算
が
無
い
」こ
と
を
理
由
に
、

月
分
）
と
し
て
局

を
通
じ
5
億
5
千

万
円
を
署
に
配
賦

し
た
（
確
定
申
告

期
分
2
億
円
は
、

施
策
が
決
定
さ
れ

る
秋
に
別
途
配
賦

す
る
）」、「
勤
務

時
間
・
日
数
を
減

ら
せ
と
の
指
示
は

行
っ
て
い
な
い
」

と
回
答
し
て
き

た
。

単
価
ア
ッ
プ
に
よ
る
増
加
予

算
（　

年
7
月
か
ら　

年
3

21

22

務
時
間
・
日
数
を
カ
ッ
ト
し

て
い
る
実
態
を
告
発
し
、
再

三
に
わ
た
り
庁
当
局
に
対
し

早
急
に
手
を
打
つ
よ
う
申
し

入
れ
て
き
た
。

　

庁
当
局
は
「
7
月
末
に
、

非
常
勤
職
員
を
「
モ
ノ
扱
い

す
る
」
動
き
は
今
日
に
至
る

も
一
掃
さ
れ
ず
、
庁
当
局
の

こ
れ
ま
で
の
回
答
と
対
応
に

重
大
な
疑
念
を
持
つ
。
あ
わ

せ
て
、
生
活
上
の
死
活
問
題

で
あ
る
と
同
時
に
、
人
権
問

題
を
も
引
き
起
こ
し
て
い
る

こ
と
へ
の
問
題
意
識
の
希
薄

さ
に
憤
り
さ
え
覚
え
る
。

　

正
規
職
員
と
同
様
に
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
一
端
を
担
っ
て

い
る
非
常
勤
職
員
の
働
き
を

正
当
に
評
価
し
、
均
等
待
遇

を
図
る
流
れ
に
逆
行
す
る
事

態
は
言
語
道
断
で
あ
る
。

　

非
常
勤
職
員
の
労
働
条
件

が
国
公
法
等
で
明
確
に
さ
れ

て
い
な
い
中
、
当
面
、
労
働

基
準
法
を
準
用
し
、
以
下
の

点
に
つ
い
て
緊
急
に
手
を
打

つ
よ
う
申
し
入
れ
る
。

　
　
　
　

記

　

雇
用
の
確
保
と
契
約
更
新

の
際
の
制
度
確
立
に
つ
い
て

１　

契
約
更
新
に
際
し
て
、

　

一
方
的
な
「
雇
い
止
め
」

　

を
行
わ
な
い
こ
と
。
あ
わ

　

せ
て
、「
解
雇
権
濫
用
法

　

理
」
を
適
用
す
る
と
と
も

　

に
、
合
理
性
・
納
得
性
の

　

な
い
契
約
更
新
回
数
の
制

　

限
も
行
わ
な
い
こ
と
。

２　

契
約
期
間
中
途
で
の
一

　

方
的
、
恣
意
的
な
解
雇
も

　

行
わ
な
い
こ
と
。
更
新
打

　

ち
切
り
の
場
合
、
少
な
く

　

と
も
1
ヵ
月
以
上
前
か
ら

　

の
予
告
と
打
切
り
理
由
の

　

明
示
を
前
提
条
件
と
し
、

　

1
ヵ
月
未
満
の
通
知
の
場

　

合
は
解
雇
予
告
手
当
を
支

　

給
す
る
こ
と
。

忌
引
き
は
条
件
つ
け
ず
付
与
す
べ
き

病
気
休
暇
も
有
給
化
に
踏
み
出
せ

を
有
給
と
す
べ
き
、
と
の
意

見
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

庁
当
局
に
対
し
、
病
休
を

無
給
に
し
た
ま
ま
の
改
正

（
案
）
で
は
、「
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
等
の
蔓
延
に
よ
り

休
ま
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た

場
合
、
無
給
と
な
る
の
で
は

生
活
を
維
持
で
き
な
く
な

る
」
と
の
声
が
上
が
っ
て
い

る
こ
と
を
真
摯
に
受
け
止

め
、
人
事
院
に
対
し
て
同
様

の
意
見
表
明
を
行
う
よ
う
申

し
入
れ
ま
し
た
。

　

8
月　

日
、
人
事
院
は

28

「
非
常
勤
職
員
の
忌
引
休
暇

等
の
改
正
に
つ
い
て
（
案
）」

を
提
示
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
要
旨
は
、「
6
月
以

上
の
任
期
若
し
く
は
任
用
予

定
期
間
が
定
め
ら
れ
て
い
る

も
の
又
は
6
月
以
上
継
続
勤

務
し
て
い
る
も
の
」
を
対
象

と
し
、
①
忌
引
休
暇
は
「
現

行
通
り
の
日
数
の
範
囲
の
期

間
」
と
す
る
、
②
病
気
休
暇

は
「
負
傷
又
は
疾
病
の
た
め

療
養
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ

３　

労
働
時
間
・
日
数
の
一

　

方
的
削
減
は
行
わ
な
い
こ

　

と
。

　

社
会
保
険
加
入
と
休
暇
取

得
の
拡
充
に
つ
い
て

１　

加
入
要
件
を
満
た
し
た

　

場
合
に
は
、
雇
用
保
険
、

　

健
康
保
険
、
厚
生
年
金
に

　

加
入
さ
せ
る
こ
と
。
あ
わ

　

せ
て
、
加
入
資
格
の
喪
失

　

に
つ
な
が
る
労
働
時
間
・

　

日
数
の
変
更
は
行
わ
な
い

　

こ
と
。

２　

雇
用
中
断
に
よ
る
有
給

　

休
暇
日
数
の
不
利
益
を
改

　

善
す
る
と
と
も
に
、
早
急

　

に
1
月
か
ら
有
給
休
暇
を

　

取
得
で
き
る
運
用
に
変
更

　

す
る
こ
と
。

　

不
当
労
働
行
為
の
根
絶
に

つ
い
て

　

意
見
の
申
し
出
等
や
労
働

組
合
加
入
を
憎
悪
し
、
敵
視

す
る
不
法
行
為
は
絶
対
に
行

わ
な
い
こ
と
。　　

以　

上

処遇や職場環境改善とはほど遠い
　大丈夫か「アルバイト経費」要求額
【定員】　1,089人の増員要求（合理化目標数
1,058人を差し引き、31人の純増要求数）
【機構】　「経済の国際化への対応、コンプライア
ンスの維持・向上、審理体制の充実を主眼」に
要求したため、署段階では特官、審理・評価専
門官の増設にとどまっています。当局は「総務
省のガードが固い」ことを理由に、統括官は10
年前から、相談官は6年前から、連調官は3年
前から増設はしておらず、中高年職員の処遇改
善に結びつく機構要求を放棄しています。
【経費】　ＫＳＫやe-Tax、国際化対策、耐震補強
工事や庁舎改修等に必要な経費、庁局署一般経

費等（税務諸用紙・通信費、アルバイト賃金等）
の確保、を中心に要求したと伝達しています。
　このうち、「アルバイト推進経費」は概算要求
ベース比で約5億円増の要求（21年度予算比で
は約15億円の増）となっています。これは今年
7月からの追加予算7億5千万円の６割程度にと
どまっています。
　職場関連の主な経費
は、震災対策32％増、庁
舎老朽化対策費50％増、
庁舎整備費は45％減と
なっています。なお、
1,000台の自動車が更新
期にあたるため、自動車
関係費は35％増の20億
円を要求しています。

アルバイト賃金
の概算要求（億円）

10月2日　加藤新長官と交渉

　
　

月
2
日
に
実
施
す
る
加

10
藤
新
長
官
と
の
交
渉
で
、
藤

平
委
員
長
は
「
政
権
交
代
と

い
う
状
況
下
で
、
４
点
に
つ

い
て
の
国
税
庁
の
基
本
的
ス

タ
ン
ス
を
問
う
」
と
通
告
し

て
い
ま
す
。

　

第
1
に
、
行
政
運
営
の
基

本
方
針
に
変
更
は
な
い
の
か

を
質
し
、
関
連
し
て
ノ
ル
マ

追
求
型
の
運
営
と
決
別
し
、

「
件
数
主
義
」を
改
め
る
つ
も

り
は
あ
る
か
、
第

2
に
、
国
税
庁
と

社
会
保
険
庁
を
統

合
し
、「
歳
入
庁
」

を
創
設
す
る
と
い

う
構
想
へ
の
対
応

を
問
い
、
国
税
職

員
の
身
分
保
障
や

処
遇
へ
の
影
響
、
事
務
量
負

担
や
労
働
環
境
へ
の
影
響
に

つ
い
て
質
す
、
第
3
に
、「
天

下
り
斡
旋
は
全
面
的
に
禁
止

す
る
」
こ
と
と
の
関
連
で
顧

問
先
斡
旋
の
廃
止
に
踏
み
切

る
の
か
、
第
4
に
、「
差
別
は

し
て
い
な
い
し
、
こ
れ
か
ら

も
す
る
つ
も
り
は
な
い
」
と

の
欺
瞞
的
姿
勢
に
終
止
符
を

打
ち
、
差
別
撤
廃
を
内
外
に

表
明
す
る
勇
断
を
下
す
つ
も

り
は
あ
る
か
、
に
つ
い
て
明

確
な
回
答
を
求
め
ま
す
。

釜 鎌鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄

  105.84 22年度
  101.15 21年度
    98.94 20年度
    89.75 19年度
    80.26 18年度

　

時
給
引
き
上
げ
の
喜
び
も
束
の
間
、「
予
算
不
足
」
を

理
由
に
し
た
「
雇
い
止
め
」
や
勤
務
時
間
・
日
数
カ
ッ

ト
、
社
保
加
入
打
ち
切
り
が
頻
発
し
、
非
常
勤
職
員
か

ら
怒
り
の
相
談
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

　

非
常
勤
職
員
を
「
モ
ノ
扱
い
」
す
る
こ
と
は
言
語
道

断
で
、
全
国
税
は
国
税
庁
長
官
に
対
し
、
9
月　

日
、

11

「
非
常
勤
職
員
の
人
権
問
題
に
関
わ
る
緊
急
申
し
入
れ
」

を
行
い
、
早
急
に
手
を
打
つ
よ
う
求
め
ま
し
た
。

非常勤職員

「
雇
い
止
め
」や
勤
務
日
数
カ
ッ
ト
が
頻
発

大
問
題
！　

ど
こ
に
消
え
た
処
遇
改
善
の
追
加
予
算

政権交代下での国税庁の
基本的なスタンスを質す

「
非
常
勤
職
員
の
忌
引
き
休
暇
等
の
改
正
」
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〈
解
答
〉

黒
1
の
ツ
ケ
か
ら
3
、
5
と

打
つ
の
が
好
手
段
。
白
6
に

黒
7
、
9
で
白
死
で
す
。
黒

1
で
2
は
白
1
で
白
生
き
。

黒
3
で
5
は
白
3
黒
8
白
イ

で
セ
キ
で
す
。

曳
栄

叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡

邪魔者排除のイジメ行為だ！

　【怒りの相談１】
　大阪局管内の税務署に1年以上勤める（実質は異動して
いますので10年以上です）非常勤職員の者です。
　大阪国税局では3ヵ月ごとに雇用の更新手続で就労の
契約？が行われています。8月末日に、次回は更新しない
との雇止め予告を受け、9月末日で事実上退職することに
なっています。
　予告を受けた際、解雇理由を尋ねましたが明確な回答
が得られませんでしたので、様々な情報を基に9月3日の
終業後、「解雇理由を書面で欲しい」と申し入れました。
　ですが、「なぜ書面が必要なのか」「何に使用するのか」
としつこく聞かれましたので、「労働基準法第22条（退
職時等の証明）に基づき請求します」と答えましたら、「解
雇に当たるのか検討の後、交付するかは答えます」という
のが総務係長からの答えでした。
　（略）　７月の職員異動と新体制によるアルバイト全員
の部署異動により、新しいアルバイト担当の職員さんに
嫌われた私と友人3人が雇い止めの予告を受けました。
　（略）　「経験も知識もある3人なのに解雇される理由が
分からない」と言葉をかけて下さる職員さんもいます。
　9月から新しいアルバイトさんが5人加わりましたの
で、予算がない訳でもないと思います。明らかに邪魔者
を排除するようなイジメ行為だと思います。
　【怒りの相談２】
　税務署で9時半から16時まで勤務する友人から相談を
受けました。
　「健康保険の被保険者の要件に該当しない（正規職員の
労働時間の4分の3に満たない）ので、9月分から健康保
険の加入を打ち切る」と言われたそうです。
　彼女は納得がいかず、要件に該当しないのに今まで保
険加入を続けてきた理由を聞くと、「予算が無くなったか
ら」と言われたそうです。
　（略）　それに加え、予算が無いから9月以降は1週間に
1日出勤しなくてよい、出勤しない日を報告するようにと
紙を渡されたとのことです。
?　なぜか？と聞いたら、二言目には「お金が無いから」
としか言わないらしいです。
　人手の足りない隙間を非常勤というかっこいい言葉で
募集して補い、お金が無いからとポイ捨て同然に扱うこ
とに、話を聞いていて私も納得がいかないです。これぞ
官製非正規職員ですよね…
　（略）　10人分の予算しかないから、あと4人辞めるま
では無給休暇をさせると言っています。完全に嫌がらせ
です。無給休暇させながらでも雇ってやるから有り難く
思えと言わんばかりです。
　（略）　足元を見られて劣悪な労働環境にこれ以上転落
させるわけにはいきません。

口
は
出
せ
て
も
…

【
北
海
道
地
連
】

　

小
規
模
署
で
は
個
人
出

身
者
、
法
人
出
身
者
が
１

名
づ
つ
と
い
う
署
が
多

く
、
休
暇
な
ど
で
不
在
に

な
る
と
統
括
官
は
そ
の
都

度
、
課
税
部
門
に
応
援
を

頼
み
に
行
く
の
だ
と
言
い

ま
す
。
し
か
し
、
課
税
部

門
の
職
員
の
Ｉ
Ｄ
で
Ｋ
Ｓ

Ｋ
操
作
を
す
る
こ
と
を
禁

じ
ら
れ
て
い
る
た
め
口
は

出
せ
て
も
手
は
出
せ
ま
せ

ん
。

僕
ら
の
言
い
た
い

　
　
　

放
題
集
よ
り

【
東
京
地
連
】

▼
リ
ー
ダ
ー
上
席
だ
っ

て
。
こ
ん
な
名
前
を
付
け

る
と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

上
る
と
か
、
本
気
で
思
っ

て
い
る
の
か
ね
！　

発
想

が
貧
困
じ
ゃ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
（
普　

男
）
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▼
署
長
表
彰
だ
と
か
署
長

感
謝
状
だ
と
か
、
訳
が
わ

か
ら
な
い
と
思
っ
て
い
た

ら
、「
極
秘
で
」
？　

法
人

課
税
表
彰
が
あ
る
ん
だ
っ

て　
　

コ
レ
デ
ホ
ン
ト
ニ

！？
ヤ
ル
キ
ガ
オ
キ
ル
ト
デ
モ

オ
モ
ッ
テ
イ
ル
ノ
カ
…
。

幹
部
の
不
思
議
な
感
性
に

声
も
出
な
い
。（
専　

女
）

20

悲
し
す
ぎ
ま
す

【
近
畿
地
連
】

　

異
動
で
一
元
化
に
き
た

職
員
は
久
し
ぶ
り
の
内
部

事
務
経
験
者
も
多
く
、
入

力
と
郵
便
処
理
で
精
一
杯

の
様
子
。
し
か
も
異
動
直

後
は
電
話
も
鳴
り
っ
放
し

で
、
本
当
に
心
身
共
に
休

ま
る
暇
が
あ
り
ま
せ
ん
。

待
ち
に
待
っ
た
昼
休
み
も

　

分
で
は
、
あ
っ
と
い
う

45間
で
横
に
な
る
暇
も
ス

ペ
ー
ス
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

事
務
室
の
隅
で
弁
当
を

流
し
込
ん
で
終
わ
り
で
は

悲
し
す
ぎ
ま
す
。

次
世
代
の
女
性
職
員
が
展
望
持
っ
て

働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
づ
く
り
を
め
ざ
す

　

8
月　

～　

日
、
東
京
都

29

30

内
で
「
第　

回
全
国
女
性
交

50

流
集
会
」
を
開
催
、
こ
の
中

で
内
部
事
務
一
元
化
の
「
混

乱
」
実
態
が
相
次
い
で
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

　

○
全
体
を
把
握
で
き
る
管

門
間
の
助
け
合
い

が
な
い
。

　

○
事
務
実
績
と

超
勤
事
績
を
毎
日

入
力
す
る
た
め

に
、
定
時
に
は
帰

れ
な
い
。

　

○
新
人
職
員
に

系
統
だ
て
て
教
え

る
余
裕
が
な
い
。

等
々
の
悲
鳴
が
上

が
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
6
年

間
試
行
し
た
署
の

職
員
の
要
望
や
改

理
者
が
い
な
い
た
め
、
仕
事

の
流
れ
に
精
通
し
て
い
る
職

員
へ
の
負
荷
が
大
き
い
。

　

○
事
務
提
要
や
実
施
要
領

と
首
っ
引
き
状
態
で
、
仕
事

が
遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
。

　

○
部
門
制
に
し
た
た
め
部

善
意
見
が
全
く
反
映
さ
れ
な

い
事
態
の
中
で
、
全
署
強
行

実
施
と
な
っ
た
た
め
、「
ま

た
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
」

と
い
う
実
態
も
浮
き
彫
り
に

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ま
ま
確
定
申
告
に
突

入
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
事

務
は
滞
留
し
大
混
乱
に
な
る

と
誰
も
が
思
っ
て
い
ま
す
。

す
で
に
、「
現
場
の
声
を
よ

く
聞
き
大
胆
に
見
直
し
を
し

て
欲
し
い
」
と
い
う
声
が
上

が
っ
て
い
ま
す
。

　
　

＊　
 　

＊　
　

＊

　

職
場
全
体
が
仕
事
に
追
わ

れ
、
昼
休
み
も
交
替
制
に

な
っ
た
た
め
、
仕
事
や
処
遇

に
対
す
る
不
安
や
子
育
て
の

悩
み
等
を
語
り
合
え
る
場
が

少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
事
務
服
が
欲
し
い
」と
い

う
要
求
か
ら
始
ま
っ
た
私
た

ち
の
先
輩
の
活
動
を
引
き
継

ぎ
、
次
世
代
の
女
性
職
員
が

展
望
を
も
っ
て
働
く
こ
と
が

で
き
る
職
場
づ
く
り
を
め
ざ

し
、
奮
闘
し
て
い
く
こ
と
を

確
認
し
散
会
し
ま
し
た
。

【
副
中
央
執
行
委
員
長
】

阿
部　

富
次
（
埼
玉
）

増
山　

満
樹
（
東
京
中
）

八
代　
　

司
（
東
京
中
）

山
口　

潤
一
郎
（
東
京
南
）

田
端　

義
機
（
東
大
阪
）

　

前
号
の「
新
役
員
の
紹
介
」

で
、
記
載
漏
れ
と
な
っ
た
副

中
央
執
行
委
員
長
を
紹
介
し

ま
す
。

曳 栄叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

第　

回
全
国
女
性
交
流
集
会
を
開
催
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非常勤職員から怒りの相談

納得できない！ ポイ捨て同然
ま
る
で「
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
」

　

全
国
国
税
局
長
会
議
の
席
上
、
内
部
事
務
一
元
化
に

つ
い
て
、「
お
お
む
ね
順
調
に
立
ち
上
が
っ
て
い
る
と
聞

い
て
お
り
…
」
と
訓
示
し
た
加
藤
長
官
の
「
お
気
楽
さ
」

に
職
場
か
ら
ブ
ー
イ
ン
グ
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

各
地
で
開
催
さ
れ
た
、
地
方
連
合
会
の
大
会
で
、
そ

の
「
混
乱
」
ぶ
り
が
相
次
い
で
報
告
さ
れ
、
職
場
は
「
ゼ

ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
」
と
い
う
実
態
が
浮
き
彫
り
に

な
っ
て
い
ま
す
。
な
ん
の
た
め
の
「
試
行
」
だ
っ
た
の

か
が
、
い
ま
問
わ
れ
て
い
ま
す
。　

▼
試
行
の
検
証
結
果
が
全
く

と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
反
映
さ

れ
ず
、
各
署
と
も
「
ま
た
ゼ

ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
」
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
経

験
の
あ
る
事
務
系
統
の
業
務

を
中
心
と
し
た
試
行
の
域
を

出
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
。

▼
未
経
験
者
や
新
人
職
員
を

含
め
た
ス
タ
ー
ト
と
な
り
、

各
事
務
の
精
通
者
が
配
置
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
が
混
乱
の

原
因
。
ベ
テ
ラ
ン
も
事
務
提

要
や
事
務
運
営
指
針
と
睨

め
っ
こ
状
態
（
広
辞
苑
2
冊

分
あ
り
索
引
を
探
す
こ
と
す

ら
大
変
）。

▼
自
署
に
は
聞
け
る
人
が
い

な
い
の
で
他
署
の
職
員
に
教

え
て
も
ら
い
必
死
に
回
し
て

い
る
毎
日
。
課
税
内
部
の
全

面
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
な

い
と
上
手
く
回
ら
な
い
こ
と

は
目
に
見
え
て
い
る
。

▼
管
理
運
営
部
門
で
は
、
各

部
門
間
で
事
務
負
担
に
大
き

な
格
差
が
生
じ
て
お
り
、
そ

の
調
整
等
が
急
が
れ
る
の
に

棚
上
げ
状
態
が
続
く
。

▼
管
理
運
営
部
門
は
7
月
、

連
日
9
時
、　

時
超
勤
で
乗

10

り
切
っ
た
。
今
も
混
乱
を
極

め
た
だ
働
き
も
ま
ん
延
し
は

じ
め
て
い
る
。
必
要
な
要
員

を
確
保
し
超
勤
を
し
な
い
で

済
む
体
制
づ
く
り
が
先
決
。

▼
分
離
課
税
申
告
書
は
、
窓

口
→
個
人
→
資
産
→
個
人
→

運
営
と
い
う
流
れ
で
よ
う
や

く
入
力
。
引
継
ぎ
も
煩
雑
を

極
め
、
期
限
後
や
修
正
申
告

書
の
入
力
、
加
算
税
決
議
入

力
も
大
幅
に
遅
延
。

▼
忙
し
す
ぎ
て
専
科　

期
の

39

新
人
に
仕
事
を
教
え
る
状
況

に
な
く
、
管
理
運
営
部
門
は

そ
も
そ
も
新
人
育
成
に
適
し

て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

今
後
を
考
え
て
も
、
新
人
の

機
械
的
な
配
置
は
再
検
討
が

必
要
。

▼
一
元
化
対
象
事
務
を
、

「
法
令
面
か
ら
課
税
で
な
け

れ
ば
で
き
な
い
事
務
」「
非
効

率
と
な
る
事
務
」
を
除
外
し

た
事
務
の
切
り
分
け
も
混
乱

の
大
き
な
要
因
。
事
務
の
流

れ
を
寸
断
し
て
し
ま
う
「
切

り
分
け
」
の
見
直
し
は
喫
緊

の
課
題
。

▼
こ
れ
で
、
確
申
期
は
ど
う

な
る
の
か
と
誰
で
も
思
っ
て

い
る
が
、
局
幹
部
の
「
今
年

の
確
申
期
は
間
違
い
な
く
滞

る
」
と
の
無
責
任
発
言
に
職

場
の
怒
り
が
炸
裂
。

▼
ア
ル
バ
イ
ト
職
員
を
一
元

管
理
す
る
た
め
の
委
員
会
が

設
置
さ
れ
た
が
、
そ
こ
で
は

確
申
期
を
に
ら
ん
だ
平
常
月

の
勤
務
時
間
・
日
数
の
カ
ッ

ト
、
全
員
を
画
一
的
に
窓
口

業
務
に
振
り
分
け
る
検
討
を

拙
速
に
行
っ
て
い
る
。

▼
課
税
内
部
に
配
置
さ
れ
た

職
員
の
う
ち
、
実
質
的
に
内

部
事
務
に
従
事
で
き
る
人
員

は
数
え
る
ほ
ど
し
か
い
な

い
。
課
税
内
部
の
人
員
不
足

も
深
刻
さ
を
増
し
て
い
る
。

　

＊　

＊　

＊　

＊

　

全
国
税
は
9
月　

日
に

26

「
一
元
化
対
策
会
議
」を
開
催

し
、
そ
の
後
の
職
場
の
実
態

と
混
乱
の
原
因
を
掘
り
下

げ
、
要
求
を
集
約
し
ま
す
。

　
　
　
（
次
号
に
掲
載
予
定
）

一元化

何
の
た
め
の「
試
行
」だ
っ
た
の
か


